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一泉１３０周年記念「グローバルシンポジウム」
８月２５日に金沢歌劇座で開催

１８９３（明治２６）年に石川県尋常中学校として開校し
て以来、県立第一中学校、県立金沢第一中学校、県立
金沢第一高等学校、そして県立金沢泉丘高校と名称を
変更してきた「一泉」。この間、優秀な人材を国内外
に輩出してきた。２０２３（令和５）年、創立１３０周年を
迎えたことから、一泉同窓会は８月２５日に「グローバ
ルシンポジウム」を開催する。
シンポジウムは、「君の好奇心を満たす世界へ翔び

出せ」－地域発、創造力で世界を拓く―がテーマ。こ
れまでの経験や常識では、先を見すえることが困難な
時代を迎える中で地域や社会の発展に貢献する人材の
育成を図る。参加者は在校生とその保護者となる。
開催概要は下記の通り。
日 時：２０２３年８月２５日（金）１３：００～１５：３０
場 所：金沢歌劇座大ホール（金沢第一中学校の跡地）
基調講演：「“You are Unlimited!”可能性は無限大!」

由水南氏（米国ブロードウェイ俳優、YU-project
主宰、泉丘５４期）

特別講演：「脱サラして世界で戦う起業家になるまでの道のり」
綱川明美氏（株式会社ビースポーク代表取締役
社長、デジタル庁行政調査会有識者）

パネルディスカッション：由水南氏、綱川明美氏
高木慎一朗氏（日本料理銭屋主人、
２０２１年泉丘PTA会長、泉丘４２期）

基金募金や桜植え替え事業も

このほか記念事業として、「グローバル人材教育支
援基金（一泉基金）募金」や「校庭の桜植え替え」な
どを行う。
一泉同窓会基金は、創立１００周年記念で、同窓生の

寄付を原資として１９９３（平成５）年に設立。SGH認
定に対する国助成が終了する中、SSH、SGH両プロ
グラムを継続するため、新たに寄付金を募り基金を充
実させて支援財源の安定化を図る。
校庭の桜は樹齢８０年程度と老齢化が進んでおり、将
来にわたって桜並木を維持するため、植え替えに着手、
２０４３年度（創立１５０周年）までに完了する。

一泉の桜
桜花爛漫、今年も心華やぐ
季節を迎えました。一泉同窓
会の会長に就任以来、毎年入
学式に参列させていただいて
おります。桜前線はその年に
よって変わるものの、いつも
新入生を迎えるように校庭の
桜が一斉に咲き誇っているイ
メージがあります。自分自身
もかつて入学の時に抱いた高
揚感を思い出させてくれます。
これが卒業した今も私の原風
景となっています。
一泉同窓会会長 中村太郎

春爛漫。桜が彩る校舎正門横＝令和４年４月、撮影加茂谷慎治（泉丘３４期）



＊収支報告
寄付の累計（２０２２年３月末実績）

金額 ３，７７６，０００円（２０１９年１０月より）
件数 ５０件

２０２２年度助成計画 合計額 ３，６５０，０００円
グローバル人材育成教育支援 ２，４５０，０００円
教育振興（SSH，SGHほか） ３００，０００円
書籍購入 １００，０００円
通信制教育振興 １００，０００円
一泉賞 １５０，０００円
バス購入積立 ５００，０００円
国際交流活動助成 ５０，０００円

＊活動実績報告

スーパーグローバルハイスクール（SGH）
３年ぶりの海外研修 米国で大学や企業訪問

３年ぶりに実施されたＳＧコース米国海外研修は１０
月２日（日）から７泊８日の日程で行われ、参加した
生徒たちは、ニューヨーク・マンハッタン、ワシント
ンＤＣ、ニュージャージー州（プリンストン大学）を
訪ね、課題研究の発表や意見交換を通して国際的な視
野を広げた。
新型コロナウイルス感染拡大の影響で、海外研修は
２年間実施が見送られてきた。ニューヨークでは、俳
優としてニューヨークで活動する由水南さんを講師に
ワークショップに取り組んだ。プリンストン大学では、
日本語を学ぶ大学生と交流し、英語でプレゼンテー
ションを行った。このほか、ITコンサルティング企
業アバナードの事務所を訪問し、意見交換を行った。
生徒からは、次のような感想が聞かれた（一部抜粋）。

「英語におじけず、自分から相手とコミュニケーショ
ンを取るという気持ちを持ってたくさんの外国人の方
と触れ合うことができるようになった」▽「日本の常
識は全く通用しない。周りが積極的で人間関係の概念

が変わってコミュニケーショ
ンに対する抵抗感がかなり軽
減された」▽「視野が狭かっ
たことに気づかされました。
アメリカでは日本の常識が覆

され、新しい発見や学びが多かった」。

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）海外研修
米国の大学や企業で学ぶ

２０２２年度の金沢泉丘高校理数科２年生海外科学研修
は１０月３日から１０日まで行われ、参加した３９人の生徒
たちは、米国シリコンバレー近郊のカリフォルニア大
学バークレー校やスタートアップ企業を訪問し、企業
の研究者や海外の学生と交流した。海外研修は３年ぶ
りに行われた。
未来を担う科学技術系の人材を育成する狙いで、文

部科学省が指定するスーパーサイエンスハイスクール
（SSH）認定校に２０２２年度から５年間の指定を受けて
おり、事業の一環として実施された。
生徒たちは、シリコンバレーに地域本社を構える楽

天を訪問し、オフィスや周辺施設について説明を受け
た後、企業で働くうえでの助言を受けた。カリフォル
ニア大バークレー校では、キャンパスツアーに参加し、
大学院生との交流会に参加、日米の大学生活の違いに
ついて話が盛り上がった。
生徒たちは、英語でプレゼンテーションを行うこと

を通して、発信力と他者の考えを理解する受信力を高
め、グローバルサイエンスリーダーとして必要なスキ
ルを身に付けた。
生徒たちは、次のように振り返った（一部抜粋）。
「実際に日本出身で世界に飛び出している人を見て
今まで知らなかった新しいキャリアの形を知ることが
できました。知らない世界を覗くことで新しい刺激も
受けられました」▽「海外に出て学ぶことの大切さを
知った。日本では、技術や経済に関する最新の情報が
すぐ耳に届くことは少なく、５年以上かかるケースが
あるとわかった」▽「アメリ
カには最高の挑戦が集まって
いて、常に輝くチャンスが転
がっていると知った。少子高
齢化が進む日本で私たちがど
う現状打破するかが大切だ」。

坂上裕宣税理士事務所

坂上 裕宣（泉丘３７期）

〒９２４‐０８８２ 白山市八ツ矢町６５６
TEL０７６‐２７６‐３３５５ FAX０７６‐２７５‐２５０８
E‐mail：hiro‐sakagami@tkcnf．or．jp

株式会社 福田紙器

代表取締役 福田長太郎（泉丘３７期）

〒９２１‐８０２５ 金沢市増泉５‐８‐１３
TEL０７６‐２４４‐５５２５

一泉同窓会基金寄付活動報告

ワシントンDCで連邦議事
堂を見学した生徒たち

学術・企業の関係者からさ
まざまなことを学んだ
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一 泉 賞

泉鏡花記念金沢市民文化賞に
松村昌子さん（泉丘１０期）

奥田さんと鈴木さんに栄冠
令和４年度 一泉賞

令 和４年 度 の
「一泉賞」は奥田
開斗（かいと）さ
ん（３年）と鈴木
侑羽菜（ゆうな）
さん（同）が受賞
した。

春の選抜で司会の大役も

奥田さんは放送部に所属し、全国の高校の放送部員
らが校内放送活動などの成果を競うコンテストである
２０２２年度第６９回 NHK 杯全国高校放送コンテスト全
国大会に出場、３年次に個人として石川県で初めて朗
読部門で文部科学大臣賞（全国１位）に輝いた。また、
ドキュメント作品制作でナレーションを担当、全国大
会に進出した。奥田さんは３月１８日に開幕した第９５回
選抜高校野球大会で、開会式の司会を務める活躍ぶり
も見せた。

第９５回選抜高校野球大会開会式で司会を務めた奥田さん（中央）＝甲子園球場

選考委員からも高い評価

鈴木さんは、第２回読書体験記コンクール（主催・
公益財団法人一ツ橋文芸教育振興会 後援・文部科学
省、全国都道府県教育長協議会、全国高等学校長協会、

集英社において、全国４２４校、７６、１６３編の応募の中か
ら、中央入賞８作の中に入り、一ツ橋文芸教育振興会
賞（全国４～８位）に選ばれた。鈴木さんの「俳句甲
子園漫遊記」は選考委員の作家・角田光代さんからも
「本人が楽しんで書いていることが伝わる躍動感があ
る」と評価を受けた。

金沢市が主催する第５０回泉鏡花記念金沢市民文化賞
は１０月７日に発表され、能美市在住の松村昌子さん（泉
丘１０期）＝写真＝の小説『姫ヶ生水（ひめがしょうず）』
（北國新聞社、２０２２年）が選ばれた。

「姫ヶ生水」は戦前の山里に暮らす母娘の人生を題
材に、厳しい生活の中でささやかな喜びを見つけ、前
を向いて生きる女性の姿をつづった長編小説。選考委
員会では「展開が巧みで、並々ならぬ筆力を感じる」
などと高い評価を受けた。
松村さんは、吉野谷村（現白山市）生まれ。約５０年

間にわたって九谷焼作家として活躍し、九谷焼初の女
性伝統工芸士となった。二代ならびに三代徳田八十吉
氏に指導を受け、現代美術展、日本伝統工芸展など入
選・入賞は多数。祖母や両親から伝え聞いた話や生ま
れ育った白山市内の原風景をもとに創作を思い立ち、
５年の歳月をかけて仕上げた。松村さんは「初めて書
いた小説を出版、受賞につながったのは夢のようです。
３年後をめどに続編を仕上げたい」と話した。

税理士法人 山内会計

社 長
代表税理士 山内 司（泉丘３７期）

〒９２０‐００２４ 金沢市西念３丁目２９番３２号
TEL０７６‐２６３‐１４９０

さかえ内科クリニック

院長 大場 栄（泉丘３７期）

〒９２１‐８１５１ 金沢市窪３‐１８５
TEL０７６‐２８０‐３０６６ FAX０７６‐２８０‐３０７６
http://www3.spacelan.ne.jp/~sakae/

医療法人社団英樹会
津山クリニック

院長 津山 博（泉丘３７期）

〒９２４‐００２４ 白山市北安田町１２７０
TEL０７６‐２７６‐５５０１

E‐mail：surg２．tsuyama@gmail．com

奥田開斗さん 鈴木侑羽菜さん

「一泉」第５０号（3）



２年生の「社会人と語る会」

令和４年度の「社会人と語る会」は
１１月３日、泉丘高校で開かれ、幅広い
分野で活躍する卒業生１３人が母校の教
壇に立ち、２年生に自身の仕事内容や
経験などを語った。
「語る会」は生徒が、さまざまな職
業を理解し、自らのキャリア形成のヒ
ントを得る機会として開催された。
講師を務めた卒業生は国家公務員、
弁護士、医師や、商社、機械メーカー、
建築関係などの民間企業で活躍してい
るビジネスマン、起業家ら。多方面で
リーダーや各組織の中枢として存在感
を発揮している。
先輩からそれぞれ活動内容や苦労、
喜びなど生の声を聴いた後、仕事を
テーマに“正解のない問い”を投げか
けられた生徒たちは意見を出し合って
職業について理解を深めた。
講師を務めたのは次の皆さん。
◇公務員・研究者（文系） 中野恵子
（外務省文化交流・海外広報課人物交
流室 泉丘４７期）◇公務員・研究者（理
系） 室野栄（国立研究開発法人 情
報通信研究機構 泉丘３８期）◇法律関
係 弁護士 増江亜佐緒（奥野総合法
律事務所 泉丘４１期）◇国際関係 水
野浩之（丸紅（株）素材産業グループ
管理部長 泉丘４０期）◇ビジネス 柄
田秀樹（石川県住宅FP協会理事長
泉丘４０期）◇ビジネス 原陽子（（株）
アサヒビール 泉丘３８期）◇ビジネ
ス 山本雄貴（（株）ドローンショー
代表取締役社長 泉丘５４期）◇ビジネ
ス 深谷直紀（セカンドサイトアナリ
ティカ（株）取締役副社長 泉丘５４期）
◇医療関係 多賀正（たが整形外科ク

リニック院長 泉丘４６期）◇医療関
係 清水（小林）拓也（関西医科大学
医化学講座教授 泉丘３８期）◇機械・
電気・電子系 宮崎隆（澁谷工業（株）
プラント生産統轄本部製薬設備技術本
部長 泉丘３５期）◇建築関係 役谷香
里（（株）大林組 エンジニアリング
本部 泉丘４０期）◇コンピュータ 西
田林生（アクセンチュ
ア（株） 泉丘４５期）

卒業生が大学生活や学問の魅力語る
「先輩に学ぶプレゼン術」

１年生を対象にした「先輩に学ぶプレゼン術」は１１
月３日に行われた。講師を務めた東大、京大などの難
関大学に進学した卒業生１５人がそれぞれの大学生活や
現在取り組んでいる学問の内容、その魅力などについ
て語った。
大学生講師は次の皆さん。

◇東京大学 浦田晃佑（文科二類）、井上里紗（文科
二類）、磯邊優奈（理科一類）、新尚也（理科一類）、
平林一成（理科一類）、猪谷隆幸（理科二類）、若林勇
太（理科二類）◇京都大学 森永眞央（法）、山岸丈
紘（文・人文）、岡本龍季（工・情報）、堀岡勇杜（工
・物理工）◇一橋大学 山田拓弥（商）◇東北大学
馬場陸郎（医・医）◇金沢大学 木野聡万（医薬保健
・医学類）、西田光佑（医薬保健・医学類）

代表取締役
社 長 村上 啓太（泉丘３７期）

〒９２１‐８０４１ 石川県金沢市泉２－２－１３
TEL０７６‐２１８‐６５５５ FAX０７６‐２４３‐８１１８

E‐mail：km@jobsys．jp

小泉ブレード株式会社

代表取締役
社 長 小泉 悟（泉丘３７期）

〒９２９‐１２１５ かほく市高松レ３３‐２
TEL０７６‐２８１‐３５３７ FAX０７６‐２８１‐３１１９
E‐mail：skoizumi@veinage．jp

医療法人
三秋整形外科医院

院長 三秋 謙太郎（泉丘３７期）

〒９２０‐００１５ 金沢市諸江町上丁３２０‐１
TEL０７６‐２２３‐２１５５ FAX０７６‐２２３‐２１５６
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同 窓 会 だ よ り

第６３回関東一泉同窓会総会・懇親会
３年ぶりに対面で開催

第６３回関東一泉同窓会の総会・懇親会は１１月１９日、
東京都新宿区のハイアットリージェンシー東京で開催
された。対面による開催は３年ぶり。開催を待ちわび
た３０３名の同窓生が集った。本部一泉同窓会からは中
村太郎会長（泉丘３５期）、清水義博前会長（同２２期）ら
３名と中村義治泉丘高校校長が来賓として出席した。
総会であいさつに立った北川秀二関東一泉同窓会会
長（同３０期）は、同窓生が集う意義を語った。中村会
長は現役生への支援が一泉同窓会の役割として重要で
あると考えていると説いた。
懇親会では、これまで長年、最年長出席者として乾
杯の音頭を取られ、９月に１０４歳で亡くなられた古澤
英雄さん（一中４２期）のありし日の映像で乾杯の音頭
が行われた。一中、泉丘の校歌を映像に合わせて全員
が心の中で斉唱し、次回の再会を誓ってお開きとなっ
た。（文責：諸野 普）

母校への支援を誓う
３年ぶりに一泉同窓会

創立１２９周年記念・令和４年度一泉同窓会総会・懇
親会は１０月１５日夜、金沢市のANAクラウンプラザホ
テル金沢で開かれた。今年度幹事期の泉丘３９期が掲げ
たテーマは「新しい時代、新しいカタチ、新しい一泉」。
新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、会場開催は
３年ぶりで、一中および泉丘３０期までと通信制を第１
部、泉丘３１期以降を第２部とする２部制で行われた。
出席した約５００人の同窓生は、次年度創立１３０周年の節
目を迎える母校のさらなる発展を祈った。
総会では、諸野普一泉同窓会事務局長（泉丘２２期）

がグローバル人材教育支援のための基金募金をはじめ
とする創立１３０周年記念事業や同窓会活動について、総
会資料に基づき説明が行われた。懇親会は、近岡猛さ
ん、永井三岐子さん（いずれも泉丘３９期）が司会を務
め、応援歌ならびに校歌斉唱のあと、林隆信副会長（同
２２期）の発声で乾杯をして締めくくった。

代表 小西 俊輔（泉丘３７期）

〒９２０‐０９９４ 金沢市茨木町５８‐６
TEL０７６‐２２１‐５０３６

代表取締役 鍋島 充（泉丘３７期）

〒９２０‐０２０９ 金沢市東蚊爪町１‐２１
TEL０７６‐２３８‐７３５０ FAX０７６‐２３８‐７３５２

今回は、古澤英雄氏の在りし日の映像
（２０１８年関東一泉同窓会での乾杯時挨拶）
に合わせて乾杯

泉丘４２期 総会懇親会幹事団 ３年ぶりに会場で開催された総会・懇親会
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野球部創部１１５周年を祝う
元プロ野球選手の斎藤祐樹さんをゲストに
「金沢泉丘高校野球部創部１１５周年記念講演会」は

１１月１２日、金沢市のANAクラウンプラザホテルで行
われ、一泉野球部、泉丘高校野球部のOB、高校野球
部の現役部員、保護者や県内の学生野球指導者ら約２００
人が参加し、野球部の発展を祝った。斎藤佑樹さん（元
日本ハム投手）の基調講演とトークセッションも行わ
れた。一泉野球部OB会が主催した。
斎藤さんの基調講演では、現役野球部員との質疑応
答で野球と学業の両立についての助言があった。トー
クセッションではOB会長の能崎晋一さん（泉丘３５期）、
百々大介さん（同４８期）、松本和将さん（同５９期）が
登壇し、野球人生から得られた経験について語った。
東京六大学野球の早慶戦で対戦した松本さんとの親
交から斎藤さんの招へいが実現した。斎藤さんは在学
時、松本さんに打たれてノーヒットノーランが阻止さ
れたエピソードを披露するなど、場内は終始和やかな
雰囲気に包まれた。

（泉丘４５期 土倉拓樹、野球部OB会事務局長）

斎藤さん（左から２人目）を交えて行われたトークセッション

第５０回一泉桜美会美術展開催
１００点超える作品が出展

金沢一中・泉丘高校卒業生で構成される「一泉桜美
会」の会員と在校生による「第５０回一泉桜美会美術展」
が１０月１２日から１６日まで、金沢２１世紀美術館の市民
ギャラリーで開かれ、同窓生、在校生、市民らでにぎ
わった。美術展には、会員４０名が６４点、在校生３８名が
３８点、計１０２点の作品を出展した。
一中卒業生の出展はなかったものの、薄波靖子さん

（泉丘６期）の力強い日本画や田川久美さん（同１８期）
のグラス酒器セットの仕覆（しふく）、新田千鶴子さ
ん（同１８期）による１５０号クラスの大作絵画などが展
示され、会場を盛り上げた。例年より１日少ない開催
期間でありながら過去最多の１３５０名の来場者となった。
会員の出展構成は、絵画４５％、写真３８％、書・刻字９％、
陶芸・彫刻等その他８％であった。一方、在校生の作
品は年々仕上がりが高まっており、将来を期待させた。
在校生の出展構成は、絵画４２％、写真２１％、書３７％で
あった。

（泉丘１８期 藤島寛仁、一泉桜美会事務局）

O B 会 だ よ り
野 球 部 桜 美 会

絵画や写真などの作品が並び、会場を盛り上げた
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大学進学を機に上京し、都内で暮らしています。脚
本家という職業を人に伝えると「学生時代は文芸部と
か演劇部だったんですか？」と言われることがありま
すが、実際は高校時代は剣道部に所属していました。
お世辞にも真面目とはいえない部員で、一年生の終わ
りに退部しています。その分、勉学に励んでいたかと
いえば決してそうではなく、何となく東京に憧れて、
「将来は東京で働きたいなぁ」とフワフワ考えていた
だけの女子高生でした。
その後、大学を
出てからは会社勤
めをし、「脚本家
をめざそう」と思ったときにはもう三十代。会社勤め
を続けながら脚本の教室に通うところからスタートし、
小劇場での演劇公演の脚本を書くなどの経験を積み、
「会社を辞めて、脚本一本でやって行こう！」と決意
した時には三十代の半ばを過ぎていました。両親は私
の決断にあきれていましたし、身近な人からも「大丈
夫なの？」と心配されることが多かったです。
専業脚本家になると、経済的にも精神的にもハード
な日々が続きます。その時期、心の支えになったのは、
高校時代からの友人たちの言葉でした。例えば、久し
ぶりに連絡をくれた友達が「脚本書いとるって聞いた
よ。ぴったりやね！」と声を掛けてくれたのです。

消えかけた自身を取り戻せた友の言葉
「脚本家に向いている」という友人たちは、高校時
代の私の「隙あらば笑いを取ろうとして、ベラベラよ
くしゃべる姿」を思い浮かべていたのだろうと思いま
す。自分を知っている人たちが「向いとるよ」と言っ
てくれたことが、消えかけていた自信を取り戻してく
れたのです。おかげで自分を信じて書き続けようとい
う気持ちを取り戻すことができました。
脚本家になりたての頃は生きるのに必死で、同窓会
に出席する余裕もありませんでしたが、５年前にふと
思い立って関東一泉同窓会に出席しました。以来、大
勢のみなさんとのお付き合いが続いています。映画公
開時や本の出版時には同窓のみなさんが情報をシェア
してくれ、感想を知らせてくれたりすることも多く、

いつもありがたくうれしく思っています。

『すずシネマパラダイス』の映画化へ。応援に感謝
中でも現在、映画化に向けて企画を進めている『す

ずシネマパラダイス』という作品は、一泉のみなさん
に支えられている作品だと思っています。「すずパラ」
は珠洲市を舞台にしたコメディで、２０１９年に小説版を
ネットで公開したところ、石川県在住、出身のみなさ
んを中心に反響をいただき、「ぜひ映画化してほしい」

という声も数多く
いただいています。
現在は石川県内、

東京の両方で多くの方にご協力いただき企画を進めて
います。PR用の自作のチラシを一人で配っていたと
ころ、同窓のみなさんが配布に協力してくださったり、
SNSで情報をシェアしてくださったりしたおかげで、
北國新聞、MROラジオなどの地元メディアでも度々
ご紹介いただいています。
くじけずに取り組み続けられているのは、同窓のみ

なさんの応援のおかげです。『すずシネマパラダイス』
の小説版は現在もネット上で全文無料公開しています
ので、タイトルをネット検索していただき、ぜひお読
みいただければと思います。
これまでに脚本を書いた映画作品『きょうのキラ君』

（中川大志さん主演）や、『１０万分の１』（EXILE白濱
亜嵐さん、平祐奈さん主演）などはAmazon prime
videoやレンタルでご覧いただけます。配信、レンタ
ル中の作品は、高校生が主人公の恋愛モノが多いので
すが、「ターゲットは若い女性だけれど、大人も感動
する作品」としてメディアで紹介いただいており、ご
覧いただけたらうれしいです。

泉丘４１期生で、映画やドラマの脚本家として活躍する中川千英子さん。映画『１０万分の１』
（東京国際映画祭特別招待作品）、『きょうのキラ君』やドラマ『ホテルコンシェルジュ』な
どの脚本を執筆し、『NHK連続テレビ小説 らんまん 上』『NHK連続テレビ小説 エール
上・下』のノベライズを担当されています。３年ほど前からは、珠洲市を舞台にした映画

製作にも打ち込まれています。中川さんに高校時代の思い出や最近の活動について寄稿いた
だきました。

中川千英子さん

東京に憧れる「フワフワした女子高生」が脚本家に

『泉丘時代が私の原点』中川千英子さん（泉丘４１期）

珠洲市仁江海岸
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東大に２３人、京大に２７人合格
（令和５年度入試 前期結果）

東大、京大など国公立大学の令和５年度入試合格者
が３月１０日までに発表され、母校・泉丘高校から東大
２３人（現役１０人）、京大２７人（同１５人）が合格した。東
大現役合格者のうち２名は推薦入試による合格である。
なお、記録が残っているここ２５年間では、東大は最多、
京大は最多タイとなる快挙である。
東大と京大の最難関２大学の合格者数を近隣他校と
比べると、石川県内では金大附属（東大１１、京大４）、
小松（東大５、京大４）、七尾（東大２、京大１）と、
今年度も大きく上回った。富山県では、富山中部（東
大２５、京大４）、高岡（東大１０、京大６）、富山（東大
９、京大４）であった。
その他の難関国立大では、阪大３０人（現役１４人）、
神大２３（同１８人）、名大１２（同７人）、北大１１（同７人）、
東北大１１人（同８人）、九大３人（同３人）、一橋大２
人（同０人）、東工大１人（同１人）であった。
なお、地元の金大には５６人（現役５０人）、うち医学

類には１４人（同１３人）が合格した。国公立大学医学部医
学科全体の合格者は２７人（同２０人）であり、このうち
東北大に１人（同１人）、神大に２人（同１人）合格した。

５年ぶりに一泉行列
「一中魂」受け継ぐ気概示す

令和４年度の「一泉行列」は８月３０日に行われ、同
窓生と高校生合わせて約３００人が金沢市内を練り歩き、
一中魂をアピールした＝写真＝。創立記念祭の前日行

事として実施され
る一泉行列は天候
不良や新型コロナ
の影響で中断され
ており、５年ぶり
に実施された。

編集後記 新型コロナウイルス感染者の国内
初確認から３年余り。マスク着用が

個人の判断に委ねられるようになり、イベントの「声
出し」解禁、国際的な人の往来再開など街は「日常」
を取り戻しつつあるように見受けられます。泉丘高校
生の海外研修が再開され、同窓会も対面で開催される
ようになり、陰鬱だったコロナ禍を経て、次第に朝の
光が差し込んできたように思われます。
３月に開催された選抜高校野球大会で本校３年生の

奥田開斗さんが司会の大役を務められました。泉丘１０
期の松村昌子さんは昨年、７０歳代後半から書き始めた
小説「姫ヶ生水」で泉鏡花記念金沢市民文学賞を受賞
されました。幅広い世代の同窓の方々がそれぞれの道
で活躍をされています。「朝の来ない夜はない」と色
紙によく揮ごうしたのは『宮本武蔵』で知られる作家・
吉川英治氏。同窓の皆さまの活躍に刺激を受けて新し
い春、新しい朝に向き合っていきます。（か）

「一泉」編集室
中山一郎（泉丘１０期） 小林弘子（同１２期）
藤原 励（同２３期） 加茂谷慎治（同３４期）
東野理実子（同３６期）
題字・普神貴行（一中５６期・泉丘２期）

一泉文庫管理表
２０２２年度寄贈分

寄贈・購入日 寄贈・購入別 書名 著者 購入・寄贈者
２０２２／８／１ 購入 １９６１年のパリだより 片瀬 貴文（一中５５期） 事務局購入
２０２２／９／１２ 寄贈 加賀一向一揆 西田谷 功（泉丘８期） 西田谷 功（泉丘８期）
２０２２／１０／７ 寄贈 歌集 不急のたより 高橋 協子（泉丘８期） 高橋 協子（泉丘８期）
２０２２／１０／２７ 寄贈 文学教育の思想 西田谷 洋（泉丘３７期） 西田谷 洋（泉丘３７期）
２０２２／１１／１０ 寄贈 姫ケ生水（第５０回泉鏡花記念金沢市民文学賞受賞） 松村 昌子（泉丘１０期） 中山 一郎（泉丘１０期）
２０２３／２／２４ 寄贈 食卓の小さな遊び 箸置きの世界 串岡 慶子（泉丘１７期） 串岡 慶子（泉丘１７期）

取締役会長 橋 本 勝 郎
（泉丘１２期）

金沢本社〒９２１‐８０２５石川県金沢市増泉4-10-10
TEL : (076)242-6121 FAX : (076)243-7945
東京支店〒１０５‐００１３東京都港区浜松町1-18-12
TEL : (03)5472-7030 FAX : (03)5472-5101www.mba.co.jp
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